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FOMCに市場が注目する理由

米国の利上げ、今後はどうなる？

9月のFOMCでは、主に以下の3つが注目されました。
①政策金利は、現在の1～1.25％で据え置きを決定
②FRBの資産規模（バランスシート）の段階的な縮小を決定
③利上げは、年内にあと1回、来年に3回を予想（6月時点の想定を維持）

特に注目したいのは、今回、インフレ率が今年、来年とも下方修正されたうえ、イエレンFRB議長もインフレ率の回復
に確信が持てない様子を示唆しているのにもかかわらず、利上げ回数について前回6月時点の想定を維持したことで
す。そのため、9月のFOMCの決定内容は短期的には、ややタカ派（金融引き締めに積極的）寄りとみられます。

2017年9月19、20日の両日に開催された米連邦公開市場委員会（FOMC）後の声明を受け、米ドル高（円安）が進
み、米国債の利回りが上昇、価格が下落するなど、マーケットは短期的に動きました。

年間8回開催されるFOMC開催前後に市場関係者は、その動向を注視する傾向にありますが、それには理由があり
ます。米国の大切な金融政策が決定、発表されるからです。特に注目されるのは、政策金利であるFF（フェデラル・
ファンド）金利の誘導目標、背景となる景況判断等です。

9月FOMC、「利上げ維持」

ただし以下3つの点で単にタカ派とみるには、注意も必要
です。

①FOMC参加者による2018年の政策金利の予想（右グラ
フ）をみると、確かに中央値は3回ですが、右側の高い水
準を予想した人がやや減った点。
②長期的な政策金利水準の予測の中央値が前回の
3.0％から2.8％に低下した点。
③FOMC後、イエレンFRB議長が「インフレ率の低さについ
ては、原因が謎である」と述べ、インフレ率の回復への確
信が持てない様子だった点。

上記3点のようなハト派寄りの姿勢も、ある程度維持され
ている格好であり、今後の行方には、注視が必要です。

利上げ予想には、注視が必要かも

2017年10月2日

■FOMC参加者による2018年政策金利の予想
（時点：2017年6月（左）、2017年9月（右））
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※ドットチャートで使用される1.00～1.25%という範囲を下限で表示
※6月の2.75%、9月の2.5%は政策金利予想範囲を下限値としている1名を含む


